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わくわくタイム 
クラス全員が一緒になり活
動する時間、計画的な環境
の下に、遊びを通して様々
な体験を繰り広げる時間 

ゆったりタイム 
個々の生活リズム・体
調などにより体を休め
たり、遊んだりして分
かれて過ごす時間 

ランチタイム 
ランチルーム叉は、保育
室、給食やお弁当の楽し
い食事・食育の時間 

なかよしタイム 
クラス・学年を超えた
保育・教育を行う時間 

ゆうやけタイム 
長時間保育の子がゆっ
たりできる家庭的に過
ごす時間 

おはようタイム 
わくわくタイムまでに
生活のリズムを整えて
過ごす時間 
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皆で集まり明日への期
待をつなぐ時間 
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9月30日発行

保護者の就労の有無に関わらず、就学前の地域の子どもたちが同じ環境の下で保育・教育を受け
られる施設として、今、「認定こども園」が注目されています。新宿区では、平成１９年４月に、区
内初の認定こども園である四谷子ども園が開園しました。現在、０から５歳児まで１６１名の園児た
ちで賑わい、在園児以外の親子のふれあいの場としても重要な役割を担っています。開園から一年
半を迎える四谷子ども園のようすをお伝えします。

四谷子ども園の一日
四谷子ども園では、７：３０～２０：３０（延長保育

時間を含む）の開園時間の中で、０～３歳児につ
いては長時間保育、さらに４歳児からは短・中時
間保育の子も受け入れ、さまざまな保育・教育時
間の子が一緒に活動しています。

さまざまな生活スタイルの子が共に過ごす中で
朝、早く登園してきた子どもたちは、つ
どいのへやでゆったり過ごし、９時頃にな
ると担任が迎えにきて、それぞれのクラス
に移動します。その後、皆が集まる遊びと
遊びの区切りの時間に、担任が一人一人の
時間を確認します。「○○くんは今日はお
やつを食べてから帰るんだよね」。子ども
たちもここで、自分と友達の時間を確認し、
再び活動に入っていきます。
４歳児から、短時間保育・中時間保育の

新しい子どもたちがたくさん入園してくる
子ども園。同じクラスの中で、登園・降園
の時間、お昼寝のとり方も違います。「ど
うして私だけお昼寝するの？」長時間保育
の子のこんな質問には、「お昼寝しないと
夕方まで元気に皆と遊べないよ」と声をか
けてお昼寝するように促します。在園時間
の異なる子どもたちが混在するクラスです
が、担任は、「子どもにとっては、どの時
間も大切な時間であることに変わりはあり
ません。子どもたちに『違い』を感じさせ
ないというよりは、『違い』は『違い』で
子どもはそれを自然と受け入れるようにな
っていると感じています」。また、４歳児
クラスでは「子どもとしっかり向き合うた
めにもできる限り同じ先生で対応したい」
と、幼稚園教諭・保育士が二人でペアを組
み、月～土曜日までの間必ずどちらかの担
任がいるように工夫し、日々、活動内容を
話し合いながら保育・教育を行っています。

Q 子ども園は旧四谷第三・第四
幼稚園と旧三栄町保育園が統合し
て誕生しました。はじめは保育園
・幼稚園の文化の違いによるご苦
労も多かったと聞きますが。

園長：保育園と幼稚園は、どちら
も子どもの健やかな成長を育む場
であることに変わりはありません。
しかし、施設の役割が異なる以上、
保育園では、就労する保護者への
負担を最小限に止めることが意識され、幼稚園では、保護
者の園活動への積極的な関与を意識するなど、保護者の関
わり一つをとっても違いがあり、初めは、なかなか理解し
得ない部分もありました。四谷子ども園には、幼稚園教諭、
保育士、看護師、栄養士、調理員等のさまざまな職種の人
がいます。それぞれの特性を活かすことができてこそ、子
ども園ならではの「保育・教育」の力を発揮できるのだと
思います。そのためにも「人を大切にする」これが何より
も大切だと思っています。
副園長：１３時間開所している四谷子ども園では、保育園の
ような交替勤務制を取りながら、幼稚園のような担任制に
よる教育時間を確保するために、ティーム保育という独自
の勤務シフトを組んでいます。これまでのそれぞれの働き
方を考えれば、職員の戸惑いは当然ありましたが、「ここ

は（幼稚園でも保育園でもなく）子ども園だから、子ども
園の仕事をしようね」を合言葉に取り組んできました。子
ども達は遊びを通して仲間作りをしていますが、職員は仕
事を通して仲間になりました。「子ども園」という新しい
文化が創られ始めていると感じています。

Q 子ども園の良さは何でしょう。

園長：ひとつの例ですが、夏休み明けに久しぶりに友達が
登園してきた時のこと。８月も通園していた長時間保育の
子どもが「○○チャン、どうしてたの？」と尋ねます。「お
ばあちゃんちへ行ってたよ」すると「ふーん、僕も行った
ことあるよ」と言って一緒に遊びだしました。「このよう
に、色々な生活スタイルの子が、お互いの違いを受け入れ、
認め合う力が自然とつくことが子ども園のよさですね。」
副園長：一つは、４歳になってからもたくさんの出会いが
あることだと思います。０歳から入園している子どもたち
は、友達関係が固定化してきたりしますが、子ども園では、
４歳から入園する新しいお友達を迎えることで、友達関係
が広がり遊びが豊かになるなど、よい刺激になっていると
思います。また、保護者の就労状況などが変わっても、子
ども達は転園や退園をすることなく、それまでと変わらぬ
施設環境で生活することができることも、子ども園の良い
ところですね。

Q 「一時保育」や「つどいのへや」など地域の子育て支
援施設として果たす役割も大きいですね。

園長：ここでは、入園する前から子育ての楽しさや大切さ
を伝えたり、育児の悩みや不安を抱えた保護者が、いきい
きと子育てできるように支援したりすることができます。
つどいのへやなどを利用して、子ども園の楽しさを知り、
お子さんを１歳から入園させた方もいます。専用の部屋、

専属の保育者を配置しているからこそ、子どもや保護者と
じっくりと向き合う余裕ができ、その全てを受止めてあげ
られるのだと思っています。
副園長：つどいのへやを利用している方々は、回数を重ね
るにつれて緊張もほぐれ、まるで我が家にいるかのように
過ごしています。気軽に訪れ、一人で背負ってしまいがち
な子育ての色々な思いを、皆で共有できる場になっている
と思います。一時保育についても、利用者の多さを見ると
必要な事業だと感じます。

Q 最後に、子ども園に対する想いを教えてください。

園長：子どもたちの自信に満ちた輝く笑顔が見られるよう
に、子ども園に今以上に色々な方が集い、子どもが多くの
人とかかわれる場にしたいと思います。妊婦さんがここで
子育てに対する不安や希望を語りあったり、中高生が幼い
子どもと接することができたり、あるいは高齢者の方の豊
富な経験を活かせたり、地域ぐるみで子育てにかかわれる
場、「ミニ地域」が園にできればと思います。
副園長：ここでは職員も、さまざまな職種の人や多くの子
ども・保護者と関わることができ、人間関係に一層の広が
りがもてます。互いの違いや良さに気付き、自分自身を見
つめ直し、プラスの力にすること
ができるところが、ここで働く良
さだと思います。子ども園での経
験を通して得た、保育・教育のこ
と、地域への子育て支援のことな
どを、他園で働く仲間にも伝えて
いきたいと思います。そういった
意味で、子ども園が情報発信基地
になればと思っています。

園長・副園長に聞きました�四谷 子ども園ストーリー
職員にとっては初めての経験も多く、悩みながらも一歩ずつ積み重
ねてきた１年間。そんな四谷子ども園も２年目を向かえ、より充実し
た保育・教育を提供するために職員一同が日々力を合わせ頑張ってい
ます。

●新宿区は、身近な環境に配慮した、地球にやさしいまちづくりを推進しています。「しんじゅくの教育」は、森林資材の保護とリサイクル促進のため、古紙を利用した再生紙を使用しています。
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國嶋高子 園長



四谷子ども園では、地域のすべての子育て家庭を支援し、家庭と地域の子育て支
援の向上を図ることを目的として、積極的に子育て支援事業を行っています。その
事業のひとつ、親子の居場所「つどいのへや」では、「であう」「つながる」「ひろ
がる」をキーワードに四谷子ども園の遊び場を開放しています。

子育て支援事業

親子の居場所
「つどいのへや」

本日のつどいのへやは外部ボランティアを招いて
親子での折り紙遊び。絵本の読み聞かせに夢中な子
どもや折り紙をしながら情報交換をする母親など、
ここではそれぞれが思い思いの時間を過ごしていま
す。
遊び場の開放以外にも、栄養士による離乳食体験

講座や看護師による乳幼児保健講座、歯科医師によ
る子育て歯科講座などの専門家による各種講座や、
外部講師を招いてのリズム遊び、コンサートなども
行っています。
また、「つどいのへや」の大きな魅力は、離乳食

やしつけ、トイレトレーニングなど、子育ての悩み
を気軽に相談できるところにあります。「子どもと
二人きりでいることが多くなると、子育てに不安を

感じることはよくありますが、『つどいのへや』に
来て先生からアドバイスを受けたり、他の親子と関
わったりすると、自分の子育てに自信が持てるよう
になりますね」と子育て支援担当の中井主任。同年
齢の子どもを持つ親たちが、共通の悩みを抱え話し
合っていたところに、少し年上の子をもつ親が子育
てのアドバイスをすることもあります。１年以上通
っている母親は「ずっと二人だけだと息が詰まって
しまうことがあります。でもここならば、子どもも
安全に遊ばせることができるし、親にとってもいい
ところです」と話してくれました。
「つどいのへや」は、子どもの成長を見て、その
場にいるみんなが喜びを分かち合う場になっていま
す。

小学校へのスムーズな移行のために ●●●四谷小学校と四谷子ども園の連携●●●

幼稚園・保育園から小学校への環境の変化にうまく対応できず、児童が落ち着い
て授業を受けることができない「小一プロブレム」の対策の一つとして幼保小連携
活動の取り組みが全国で広がっています。
四谷小学校では、「わくわくドキドキタイム」として子ども園の５歳児後半と、

１年生の１学期の接続カリキュラムを実施しています。ここでは、小学校に入学し
たての１年生の活動風景を５歳児担当の保育者が観察・記録を行い、感じたことを
小学校の先生に伝えるとともに、就学までに必要な力を育てるための手立てにしま
す。子ども園と小学校の段差を少なくし、滑らかな接続が出来るようにとの試みで
す。
また、今年度からは、０から５歳児クラスまでが各学年との連携活動を計画して

おり、２年生のさつまいも植えを４歳児が見学し、秋には一緒に収穫して茶巾絞り
を作るなどの活動を予定しています。こうした交流の中では、小学生が年下の世話

をすることで思いやりの心を持ったり、園児は小学生に憧れたりといった様子が見
られます。
「小学校併設のメリットを活かし

ご けい せい

て、園児と小学生の互恵性をはぐく
み、０歳児から１２歳児までの発達を
見ていきたいと思います。それには、
小学校・子ども園の先生同士が互い
の子どもを知り、連携することが一
番大切です」と連携担当の内藤主任
は、活動への想いを語ってくれまし
た。

８月２７日（水）、秋の訪れを告げ
る爽やかな風が吹いたこの日、戸塚
第二小学校では、東京都小学校理科

お び あきら ながぬま

教育研究会ＯＢの小尾昭先生、長沼
まさゆき

正幸先生を招いて、「風」をテーマ
に、１年生は「風車をつくり風を感
じる」、２年生は「風の力を利用し
て動くおもちゃをつくる」実験を行
いました。
「まずは風を感じてみよう」。１年
生は、外に出て紙ふぶきなどを使い
風を確認します。教室に戻り、先生
が見本の風車をつくる様子を真剣に
見入る子どもたち。出来上がった風
車を扇風機にあてると、鮮やかな色
の大きな羽根が勢いよく回転し、思
わず歓声があがります。次は教わっ
たとおりに、自分の風車を作成。「さ
あ、風を探しに行ってみよう！」赤
・青・緑、色とりどりの風車を片手に教室を飛び出し、校庭を元気いっぱい走
ります。「どっちに向けて走るとたくさん回るかな？」「ここは良く回るよ！」
２年生のクラスでは、平らな板を使っておもちゃの車を動かす実験から。「斜

面を急にするほど車は早く遠くに走ったね。次は風の力を利用して動かしてみ
よう」。車につける帆のかたち・大きさ
などを工夫して、オリジナルの車をつく
ります。出来上がると、はやる気持ちを
抑えきれず、教室のあちらこちらでうち
わを仰いで友達の車と対抗レース。「帆
は大きくて、カーブがあったほうが風が
たまって早いよ」夢中になって遊びなが
らも、しっかりと観察をしていた子ども
たちでした。

８月２９日（金）、東
戸山小学校で東京アパ
ッチ所属の２名のプロ
選手によるバスケット
ボール教室が開催され
ました。
今回、指導を受ける

のは４年生。挨拶、選
手の紹介の後、入念に
ストレッチ。そしてい
よいよプロの技を教え
てもらいます。まるで
手にボールが吸いついているかのようなドリブル、手からボールを離さずその
ままゴールに入れるダンクシュート。そのひとつひとつに子どもたちから歓声
と拍手が起こります。
「僕もやる！」「私もやる！」選手がやると簡単に見えることもいざやってみ
るとなかなか難しい様子。ドリブルの練習中、手から離れていってしまうボー
ルを追いかけ、何度もトライする子もいれば、選手に手伝ってもらいダンクシ
ュートの気分を味わう子も。
基礎的なことを習ったら、今度は選手も交じってミニゲーム。２つのチーム

に分かれ、３分で得点を競います。子どもたちはプロ選手に臆することなくボ
ールを奪いに行きます。そのうちプロ顔負けのプレーをする子どもも出てきて、
ゴールを決めハイタッチ。本物の選手と時間を共有し、自分たち自身もプロ選

手になりきって楽しんでいる
ようでした。
東戸山小学校では今年度

『本物から学ぶ』をスローガ
ンにそれぞれの分野で活躍さ
れている方をお招きし、子ど
もたちに生で見て感じてもら
う機会を多く持てるよう取り
組みを進めています。

●「しんじゅくの教育」編集担当では、皆様のご意見、ご感想をお待ちしています。 問合せ 教育政策課企画調整係（５２７３）３０７４

今日は遊びに来てくれた２年生のお兄さんお姉さんに、４歳児
の子が子ども園の中をご案内。「ほら、うさぎがいるんだよ！」

しんじゅくの教育 臨時号 ＊ 平成２０年（２００８年）９月３０日発行


